
近隣散策

長岡まつり大花火大会（新潟県長岡市）

名古屋城（愛知県名古屋市）

　長岡まつり大花火大会は、新潟県長岡市で毎年華やかに繰り広げられる「長岡まつり」

の中で行われる花火大会で、日本三大花火大会の一つに数えられています。2日間で約100

万人もの方が観覧に訪れます。

　正三尺玉3連発や打ち上げ幅1.7kmにも及ぶフェニックス、尺玉100発を打ち上げる米百俵

花火など、2日間で約20,000発の花火が打ちあがり、見所が満載です。

　その起源は、昭和20年8月1日の長岡空襲の翌年、長岡市民が復興に立ち上がり「長岡復

興祭」を開催し、翌昭和22年に花火大会が復活したことにあります。長岡空襲の始まった

時刻(8月1日午後10時30分)にあわせて「慰霊と平和への祈り」の花火を打ち上げます。空襲

で亡くなられた方 へ々の慰霊、復興に尽力した先人への感謝、恒久平和への願いを込めて、

白一色の尺玉3発を打ち上げるとともに、市内寺院の協力を得て同時刻に慰霊の鐘を鳴らし

ます。また、2004年10月の新潟県中越大震災の後、新潟県全体の大勢の人々 を元気付ける

ために「新潟県中越大震災復興祈願花火フェニックス」の打ち上げも開始しました。

　空襲で亡くなられた方々への慰霊の念や恒久平和への願い、また、震災復興を記念し

て、長岡まつりと花火大会は開催されています。

参考文献 ： 
・一般財団法人 長岡花火財団「長岡花火」公式ウェブサイト（https://nagaokamatsuri.com/）

・公益社団法人 新潟県観光協会「にいがた観光ナビ」（https://niigata-kankou.or.jp/）
・復興祈願花火フェニックス（https://phoenix-hanabi.jp/pc/）
・長岡市デジタル写真館（http://nagaoka-pic.net/index.html）

参考文献
太田姫稲荷神社境内掲示

千代田区ホームページ●URL　 https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kuse/gaiyo/yokoso/saka.html
VISIT TIYODA　千代田区観光協会●URL　 https://visit-chiyoda.tokyo/

-表紙写真のご紹介-

アクセス

■JR　信越本線「長岡駅」より徒歩で20分
■車　関越自動車道「長岡IC」より車で20分

■地下鉄　名城線 「市役所」 下車 7番出口より徒歩 5分
■車　名古屋高速1号楠線 「黒川」 出口から南へ8分
　　　名古屋高速都心環状線 「丸の内」 出口から北へ5分

長岡まつり大花火大会
場所：新潟県長岡市

 

表紙写真：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

写真１　 麹町太田姫稲荷神社

写真2　狐像
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麹町太田姫稲荷神社
　麹町太田姫稲荷神社は、千代田区神田駿河台の太田姫稲荷神社の分社と考えられ
ていて、両社の伝説も共通のものがあります。
　太田姫稲荷神社の由緒は境内の掲示によると、「室町時代太田道灌の姫が当時流
行した天然痘を病み、薬石効なく一日一日と悪化の道をたどりつつあったとき、友人に
「山城国一口の里にある稲荷神社（一口稲荷神社）に祈願しなさい。どんな重い天然
痘でも忽ち平癒するから」と言われ、道灌は早速同神社に参詣祈願、帰国すると姫の
病は忽ち平癒した。江戸築城のとき道灌は崇敬、感謝の念で一口稲荷神社を伏見より
勧請、江戸城内にお祀りしたのち、道灌に狐の姿で現れて江戸城鬼門に祀れと告げた
「太田姫命」（道灌の娘ではありません）に従い、鬼門に移して太田姫稲荷大明神と奉
唱するようになった。時は長禄元年（1457）の頃であった」と言われます。その後、徳川
家康・江戸入府、慶長11年（1606）江戸城改築の際、城内にあった神社、仏閣を城外に
移す際、太田姫稲荷神社も駿河台の淡路坂上に遷座され、その後変遷を経て現在の
地に鎮座しています。
　勧請元の一口稲荷神社の一口は「いもあらい」と読み、意味は、当時天然痘を「い
もがさ又はへも」とも呼ばれたので、「天然痘を洗い流して直す」からきたものと解釈さ
れています。
　麹町にある太田姫稲荷神社は、このような伝説から、麹町地域における疱瘡などの
病気平癒祈願の稲荷であったと考えられ、現在では地域の守護神、病気平癒、商売繁
盛の神として信仰されています。
　なお、千代田区には一口坂と呼ばれる坂がニか所あり、一つは淡路坂の別名（いも
あらいざか）として、もう一つは九段北にあります。こちらの坂は交差点やバス停の名
称にも使われていますが、今は「ひとくちざか」と呼ばれています。
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